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開館時間  平日    ９：４５～１９：００ 

      土日祝   ９：４５～１８：００ 

 

６／３（火）～６／１０（火） 

蔵書点検のため休館いたします。 

   ・・・休館日 

【6月映画上映予定】 午後２時から３階視聴覚室 
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6 月 29 日は星の王子さまの日です。小説『星の王子さま』の作者アントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリ（1900

～1944）が生まれた誕生日であり、1999年 6月 29日に「箱根サン＝テグジュペリ星の王子さまミュージアム」

（2023年 3月 31日で閉館）がオープンしたのを記念して設けられました。 

 『星の王子さま』の作者は、飛行士と作家を同時に続けていました。1900 年フランス・リヨンにサン＝テグジュペ

リ伯爵家の長男として生まれ、12 歳の時初めて飛行機に乗ります。21 歳、兵役で航空隊を志願し、民間飛行士

の免許を取得。その後、民間航空郵便会社の飛行士や、航空部隊の仕事に就きながら『南方郵便機』『夜間飛行』

『戦う操縦士』などの作品を出版します。 

 『星の王子さま』は第二次世界大戦中の 1943年、亡命先のアメリカで出版されました。作者自身が描いた挿絵

付きで、世界各国の言語に翻訳され、世界中に読者がいます。語り手の飛行士はサハラ砂漠に不時着しますが、

サン＝テグジュペリも、リビア砂漠で遭難したことがありました。1939 年出版の『人間の大地』にはサン＝テグジ

ュペリが経験した出来事が収められていて、その中に砂漠で遭難した体験が書かれています。 

 そして飛行機事故に何回遭っても、飛行機に乗ることを生涯やめることはなかったそうです。 

 

 

今月のテーマ  

「オーラルフレイル」 

舌・のど・口の周りの筋力低下や歯の本数が減ることな

どによる「口のささいな衰え」のことを「オーラルフレイル」

といいます（長野市地域包括ケア推進課HPより）身体が

加齢とともに徐々に衰えるのと同様、口の機能も徐々に

衰えていきます。生活習慣をちょっと変えて今から予防し

てみませんか？本を見て、楽しくトライしてみましょう♪ 

６月 14日（土）  

「望郷」  字幕・白黒・94分 

監  督：ジュリアン・デュヴィヴィエ 

ＣＡＳＴ：ジャン・ギャバン／ミレーユ・バラン 

<１９３７年 フランス作品>  

 

６月 28日（土）  

「萌（もえ）の朱雀」  カラー・95分 

監  督： 河瀨直美 

ＣＡＳＴ： 國村 隼／尾野真千子／和泉幸子

／柴田浩太郎／神村泰代／向平和文／山

口沙弥加 

<１９９７年 日本作品> 

飛行機と星の王子さま 

参考文献：『星の王子さま』水本 弘文／著 NHK出版《950サ》 

       『「星の王子さま」の誕生』ナタリー・デ・ヴァリエール／著 創元社《950サ》 

 

 

開館４０周年記念トーク・イベント 

「ウィリアム・フォークナーと戦後日本・長野」 

日時：６月２３日（月）午後２時～４時  場所：３階視聴覚室 

※詳しくは館内のポスター・チラシをご覧ください。 

イベントのお知らせ 



 

『日本の響』 《768ニ》 

宮内庁楽部による雅楽の演奏と箏や尺八、平家

琵琶などの和楽器の調べを収録した 2枚組 CD。

「さくらさくら」、「春の海」、「祇園精舎」など聴き馴染

みのある曲も収録されています。日本の伝統音楽が

紡ぐ和楽器の美しい音色と響きをご堪能下さい。 

～新着 AVから 
  ピックアップ～ 

新刊案内 
『ルポ人が減る社会で起こること』 工藤 哲／著 岩波書店 《302.1 ク》 

世界最速ペースで進む日本の少子高齢化。中でも人口減の進行が最も早い秋田で、いま何が起きているのか? 

クマ被害の増加、警察官や産業の担い手確保の不安など、日本のあらゆる地方が直面する課題を現地から報告す

る。 

『つつむ料理』 長尾 明子／著 技術評論社 《596ナ》 

皮とタネの組み合わせによって、さまざまなおいしさをつくり出せるのが「つつむ料理」の魅力。焼売の皮、餃子の

皮、春巻きの皮、ワンタンの皮、ライスペーパー、手づくりの皮で「つつむ料理」のレシピを紹介する。 

2025年 本屋大賞 

『カフネ』 

阿部暁子《Ｆア》 

新着ＣＤ紹介 

『カヴァーズ・ラヴ・ソングス』   ≪７６３イ≫ 

『Adagio』   ≪７６３エ≫ 

『ロシュフォールの恋人たち』  ≪７６６ロ≫ 

『テレヴィサ TV・ブロードキャスト、 

メキシコ・シティー、メキシコ 1975』 ≪７６７シ≫ 

『LINO』    ≪７７８ア≫ 

『王者の挑戦』 戸部田 誠／著 集英社 《726 ト》 

多くの読者を獲得し、人気マンガ誌アプリとなった「少年ジャンプ+」。どのようにして生まれ、どのようにして進化

し、今後どこを目指していくのか? マンガ誌アプリ「少年ジャンプ+」の秘密に迫るノンフィクション。 

見たり聞いたり 

４月・５月発表の文学賞受賞作品 

『風読みの彼女』 宇山 佳佑／著 集英社 《Ｆウ》 

帆高が働く「ガラス雑貨専門店・風読堂」ではガラス雑貨販売に加え、“風読み”という秘密の依頼を受けている。

店主・風架の力を求めて、今日も風読堂には悩みと願いを抱えた依頼主が訪れ…。『小説すばる』連載を単行本

化。 

『密やかな炎』 セレステ・イング／著 早川書房 《933 イ》 

1998 年、オハイオ州の閑静な住宅街。リチャードソン家の邸宅が燃えた。家族それぞれの部屋に火をつけた跡が

あったという。厳格な母エレナの唯一の悩みは反抗的な末娘イジーだったが、イジーは姿を消していて…。 

第４４回 新田次郎文学賞 

『愚道一休』 

木下昌輝《Ｆキ》 

第４９回 川端康成文学賞 

『清心館小伝』 

奥泉光 『虚傳集』《Ｆオ》収録 

第２５回 本格ミステリ大賞 

【小説部門】 

『彼女が探偵でなければ』 

逸木裕《Ｆイ》 

 

 

第２５回 本格ミステリ大賞 

【評論・研究部門】 

『死体置場で待ち合わせ』 

新保博久・法月綸太郎《９０１シ》 

第 41回 太宰治賞 

『フェイスウォッシュ・ 

ネクロマンシー』 

前田知子    未出版 

『みんなのコンビニ栄養学』 濱 裕宣／著 主婦と生活社 《498.58ハ》 

お弁当、丼・麵類、おにぎり&パン&スープ、総菜&サラダなど、コンビニ食品 73品+αの栄養を徹底解剖。困っ

たときにおすすめの一品をシチュエーション別に紹介するほか、健康になるコンビニ活用法も解説。 


